
ご
あ
い
さ
つ

公職選挙法により、議員による時候の挨拶状・寄附行為などは禁止されています。ご理解をいただきますようよろしくお願い申し上げます。

〒520‐8575 滋賀県大津市御陵町3番1号　TEL.077-528-2839　FAX.077-523-2020　URL

▲

http://otsu-koseikai.jp
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紅
葉
の
候　

市
民
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
８
月
30
日
に
開
会
し
ま
し
た
８
月

通
常
会
議
に
お
い
て
は
28
件
の
議
案
を
審
査

い
た
し
ま
し
た
。
今
回
可
決
し
た
補
正
予
算

に
は
、
国
庫
補
助
金
等
を
活
用
し
た
事
業
費

の
補
正
と
し
て
、
高
齢
者
施
設
等
の
防
災
・

減
災
対
策
に
係
る
整
備
費
補
助
や
、
民
間
児

童
ク
ラ
ブ
開
設
整
備
費
補
助
な
ど
の
ほ
か
、

暮
ら
し
の
安
心
・
安
全
に
係
る
事
業
費
の
補

正
と
し
て
、市
道
中
4
0
1
８
号
線（
由
美
浜
）

の
道
路
冠
水
対
策
、堂
の
川
支
流（
馬
場
一
丁

目
ほ
か
）
の
排
水
機
能
復
旧
等
が
措
置
さ
れ

て
お
り
、市
民
の
皆
様
に
安
心
・
安
全
な
日
々

を
過
ご
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
取
り
組
み
が

一
層
強
化
さ
れ
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
4
年
度
の
決
算
審
査
で
は
、
２
年
目

と
な
る
大
津
市
総
合
計
画
第
２
期
実
行
計
画

の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る

各
分
野
の
取
組
が
よ
り
一
層
、
横
断
的
に
相

乗
的
に
展
開
さ
れ
る
よ
う
「
夢
が
あ
ふ
れ
る

ま
ち
大
津
」
の
実
現
に
向
け
て
着
実
に
取
り

組
ま
れ
た
こ
と
を
評
価
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
実
質
収
支
が
45
年
連
続
の
黒
字
決

算
と
な
っ
て
い
る
現
状
に
つ
い
て
も
高
く
評

価
し
ま
し
た
が
、
中
長
期
的
な
視
点
で
捉
え

れ
ば
、
予
期
で
き
な
い
感
染
症
の
流
行
、
物

価
高
騰
、
災
害
の
激
甚
化
な
ど
近
年
の
予
測

困
難
な
情
勢
の
変
化
や
、
学
校
施
設
の
長
寿

命
化
改
良
事
業
や
学
校
ト
イ
レ
改
修
事
業
、

市
民
セ
ン
タ
ー
の
老
朽
化
対
策
な
ど
公
共
施

設
の
維
持
管
理
、
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
障

が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
な
ど
、
将
来

的
な
財
政
需
要
の
増
加
を
見
通
し
、効
果
的
・

効
率
的
な
支
出
の
徹
底
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

市
民
福
祉
の
さ
ら
な
る
向
上
と
持
続
可
能
な

都
市
基
盤
の
構
築
、
健
全
財
政
の
堅
持
に
努

め
な
が
ら
市
政
運
営
を
進
め
る
こ
と
が
重
要

と
考
え
ま
す
。

　

私
た
ち
湖
誠
会
の
議
員
は
、「
夢
が
あ
ふ

れ
る
ま
ち
大
津
」
の
実
現
に
向
け
、
皆
様
の

お
声
を
真
摯
に
傾
聴
し
、
大
津
市
政
の
発
展

の
た
め
に
引
き
続
き
全
力
で
取
り
組
む
所
存

で
す
。今
後
と
も
所
属
議
員
に
対
し
ま
し
て
、

さ
ら
な
る
ご
指
導
、ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
、ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

前
列
右
よ
り

川
口
　
正
徳
議
員

竹
内
　
照
夫
議
員

竹
内
　
基
二
議
員

寺
田
　
英
幸
議
員

後
列
右
よ
り

草
野
　
聖
地
議
員

青
山
三
四
郎
議
員

葉
月
　
陽
　
議
員

幹
事
長　

竹
内
　
照
夫

　

令
和
５
年
10
月
19
日
㈭
、
令
和
６

年
度
予
算
編
成
に
あ
た
り
、
77
項
目

に
及
ぶ
湖
誠
会
と
し
て
の
「
政
策
要

望
書
」
を
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
様
が
安
心
・
安
全
に
住

み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
、「
夢
が

あ
ふ
れ
る
ま
ち
大
津
」
を
目
指
し
、

今
後
も
執
行
部
と
共
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

令
和
６
年
度

『
政
策
要
望
書
』を
市
長
に
提
出

行
政
視
察
報
告

■
鹿
児
島
市
立
図
書
館
と

　
道
の
駅
都
城
を
視
察（
７
月
19
～
20
日
）

�　

湖
誠
会
で
は
、
７
月
に
、
中
心
市
街
地
の
大
型

商
業
施
設
に
図
書
館
の
分
館
を
設
置
し
た
鹿
児
島

県
の
鹿
児
島
市
立
天
文
館
図
書
館
、
そ
し
て
、
宮

崎
県
都
城
市
に
あ
る
物
産
振
興
拠
点
施
設
「
道
の

駅
都
城
」
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

大
津
市
立
図
書
館
は
、
老
朽
化
な
ど
の
課
題
が

あ
り
、
将
来
に
向
け
た
検
討
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
大
津
市
公
設
地
方
卸
売
市
場
の
さ
ら
な

る
利
活
用
な
ど
も
懸
案
事
項
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
検
討
に
活
か
す
知
見
が
得
ら
れ
る
有

意
義
な
視
察
で
あ
り
ま
し
た
。

 

鹿
児
島
市
立
天
文
館
図
書
館

●�

特
色
（
令
和
４
年
４
月
開
館
）

�

①�

ま
ち
の
賑
わ
い
を
創
出
す
る
と
い
う
課
題
か
ら

生
ま
れ
た
人
の
集
ま
る
図
書
館　
　
　
　
　
　

�

②�

商
業
施
設
４・
５
階
の
一
部
が
図
書
館
。
館
内

に
は
カ
フ
ェ・キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、
Ｂ
Ｇ

Ｍ
も
流
れ
て
い
る
。ギ
ャ
ラ
リ
ー
、交
流
ス
ぺ
ー

ス
、
勉
強
、
ビ
ジ
ネ
ス
利
用
ス
ペ
ー
ス
も
可

③�

図
書
の
貸
し
出
し
は
カ
ウ
ン
タ
ー
、
セ
ル
フ
貸

出
機
あ
り
。
書
籍
の
配
架
は
、
利
用
者
の
視
点

に
あ
わ
せ
、
テ
ー
マ
別
に
分
か
れ
て
い
る

 

道
の
駅
都
城

●�

特
色
（
令
和
５
年
４
月
プ
レ
オ
ー
プ
ン
）

①�

「
日
本
一
の
肉
と
焼
酎
」
を
中
心
と
し
た
地
場

産
業
を
販
売

②�

多
様
な
世
代
の
交
流
と
賑
わ
い
を
通
じ
た
地
場

産
業
の
活
性
化
に
寄
与

③�

防
災
拠
点
と
し
て
市
民
、

道
路
利
用
者
が
利
用
で
き

る
「
防
災
道
の
駅
」

都城市物産振興拠点施設「道の駅都城」都城市物産振興拠点施設「道の駅都城」
（愛称・NiQLL＝ニクル）（愛称・NiQLL＝ニクル）
（令和5年4月プレオープン）（令和5年4月プレオープン）

鹿児島県鹿児島市立天文館図書館鹿児島県鹿児島市立天文館図書館



令和4年度大津市決算の概要令和4年度大津市決算の概要 ８月通常議会において、一般会計を含む１２会計の令和4年度決算に
ついて審査審査し、全ての決算議案について認定しました。

◦歳入総額、歳出総額ともに、過去３番目の規模となりました。
◦前年度に比べ、実質収支、単年度収支ともに減少しました。総 括

◦市税は、対前年度比で23.6億円の増収となりました。 （＋4.6%）
◦国庫支出金は、対前年度比で36.3億円の減となりました。 （△9.6%）
◦地方交付税は対前年度比で1.2億円の増となりました。 （＋0.9%）

歳 入

Ⅰ. 当初補正の概要（9/28採決分）
●国庫補助金等を活用した事業費の補正
→高齢者施設等の防災・減災対策に係る整備費補助
 ［5,149万円］
→民間児童クラブ開設整備費補助 ［3,780万円］
●事業進捗等に応じた事業費の補正
→ユネスコ「世界の記憶」登録を契機とした三井寺の
智証大師関連文書のレプリカ等製作 ［150万円］
→大河ドラマ「光る君へ」の放送開始を見据えた石山
公園の園路補修等 ［940万円］

●暮らしの安心・安全に係る事業費の補正
→市道中4018号線（由美浜）の道路冠水対策
 ［2,900万円］
→堂の川支流（馬場一丁目ほか）の排水機能復旧
 ［7,950万円］
→農地、農業用施設の災害復旧費 ［340万円］

Ⅱ. 追加補正の概要（10/11採決分）
１. 事業の追加
●新型コロナウィルス感染症対応経費の補正
→感染症対応に係る相談体制の継続経費 ［145万円］
→予防接種法に基づく予防接種健康被害救済制度に
よる給付金の支給 ［8,893万円］

歳 出
◦扶助費等の義務的経費は、対前年度比で17.0億円の減となりました。 （△2.1%）
◦一般行政経費は、対前年度比で18.4億円の増となりました。 （＋4.1%）
◦投資的経費は、対前年度比38.2億円の減となりました。 （△22.8%）

令和5年度8月補正予算のポイント令和5年度8月補正予算のポイント ８月通常会議においては、約18.5億円及び約0.9億円を追加する5件の補
正予算案が提出され、慎重に審査した結果、いずれの議案も可決しました。

主
な
事
業

令和4年度 令和3年度 R04/R03
歳　　　　　入 141,913,599 145,851,074 97.3%
歳　　　　　出 137,393,333 141,074,206 97.4％
差引（形式収支） 4,520,266 4,776,868 94.6％
実 質 収 支 3,692,557 4,632,721 79.7％
単 年 度 収 支 △940,164 1,361,481 △69.1％
実質単年度収支 1,377,650 2,643,106 52.1％

実 質 収 支：形式収支から翌年度に繰り越すべき財源を控除した額
単年度収支：当該年度の実質収支から前年度の実質収支を差し引いた額
実質単年度収支：単年度収支に実質的な黒字を加え、実質的な赤字を差し引いた額

一般会計決算額 （単位：千円）

ホームページをご覧ください。湖誠会の活動をご紹介しています。 大津市議会 湖誠会 検索
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青山　三四郎 議員

認知症施策の推進について

　これまでの市の取組を体系的に総括するとともに、今後の認知症施策の
具体的な方向性を認知症患者やそのご家族などに明示するためにも、認知

症条例の制定に向けた検討を始める必要があると考えるが、認知症基本法の設置事
項である認知症条例について、どのように施策として検討していくのか、市の見解は。

　これまでの取組を総括し、新たな高齢者福祉計画・介護保険事業計画に
反映することで、着実に施策を推進していくことが重要であり、認知症条例

を含む他都市の状況を確認しながら国の計画策定などの動向を注視しつつ、次の
第９期高齢者福祉計画・介護保険事業計画に反映させ、着実に施策を推進していく。
� ※他に３項目の質問あり。

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

寺田　英幸 議員

交通安全対策の推進について

　本年４月以降の自転車運転中のヘルメット着用に関する市民等への注意喚
起、啓発活動、情報提供の取組状況と、今後の自転車ヘルメット着用を促進

する施策に対する取組は。
　市ホームページや広報おおつ、生活安全ポータルサ
イトに加え、メール配信サービスやエックス（旧ツイッ

ター）、大津市ライン公式アカウントなど様々な媒体を活用
するとともに、全国交通安全運動などの機会を通じて注意
喚起、情報提供などに取り組んでいる。今年度は、交通安
全協会の協力を得て、転倒時の重症化リスクの高い65歳以
上の方にモニターをお願いし、啓発シールを貼ったヘルメッ
トを無償配布するとともに、その後アンケートを実施し、今
後の交通安全施策に活かしていきたい。 ※他に２項目の質問あり。

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

葉月　陽 議員

本市の男女共同参画の現状について

　家庭における男女共同参画の取り組みとして令和４年度に実施した食材宅
配サービスモニター事業やおおつパパスクールなどをはじめとする男女共同

参画センターの事業に対する評価や、今後の取り組みについて伺う。

　昨年度の食材宅配サービス事業は、子育て中の父親等の参加を得てモニ
ター事業として実施し、おおつパパスクールは年間５講座、109人の参加だっ

た。この他、年間８講座12回を実施、参加者は185名であり、今年度は、孤立し
がちな乳児の母親を対象とした「親子のほっとサロン」や、夏休みを利用した「親
子で学ぶ性教育」、大学生のための「キャリア教育セミナー」、男性を対象とした「生
き方を見つめ直す講座」など、年間10講座12回を開催する。

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

川口　正徳 議員

大津市公設地方卸売市場の活性化について

　大津市公設地方卸売市場の活性化に向けては、経営戦略に基づき、入場
業者等とも連携しながら公設市場としての強みを生かしながら再構築していく

べきと考えるが、今後の方針は。
　大津市卸売市場事業経営戦略においては、入場業者の意見を踏まえ、交
通アクセスや立地の優位性を生かしながら、市場の活性化も含めた持続的

かつ安定的な市場運営の推進を経営の基本方針に位置づけたところであり、これ
らの優位性を市場の強みの一つとして、市民や事業者に積極的に発信していく。
　また、空き店舗の解消は市場経営の安定化や市
場の活性化につながることから、様々な媒体を活
用した広報や周知を行うなど、市民が気軽に立ち
寄ることのできる店舗の誘致に努めていく。
� ※他に４項目の質問あり。

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

草野　聖地 議員

大津市立図書館の課題と将来の検討について

　昭和51年の開館以来、生活スタイルの変化や中心市街地の減退などと合
わせ、駐車場がないことなどの新たな課題が顕在化している。コロナ禍を超

えようやく日常を取り戻しつつある今、図書館の将来について検討を進めるべきと
考えるが見解は。

　開館から41年が経過し、老朽化や開架スペース等の狭小化、バリアフリー
対策不足などの課題があり、大規模な改修が必要と認識している。年間21

万人以上が利用する図書館はまちのにぎわいの創出に一定寄与しており、複合施
設の整備検討に当たっては、（仮称）新・琵琶湖文化館の整備をはじめ、周辺施
設の状況等も見極めながら、あらゆる可能性を排除せず慎重に検討する必要があ
ると考える。

8月通常会議一般質問 質問、答弁は一部抜粋です。詳しくは大津市議会ホームページをご覧ください。


